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パンゲラテ、シ ュ の 清 掃労働者地区の

社会階層的位置
野口道彦*

1 .はじめに

清掃労働は、ヒンズー社会では強く忌避され

ている。 一方、イスラムの教殺には清掃労働を

不浄視する観念はない。しかし、植民地時代に

西ベンガJレと社会的にも文化的にも一体であっ

たバングラデシュは、ヒソズ一文化の影響を強

く受けている。また清掃労働の担い手が植民地

時代にインドから移住させられた清掃人カース

トであることもあって、清掃労働への強い忌避

感情がもたれてきた。だが、このような清掃労

働への差別も、近年大きく変わろうとしている。

その変化の要因は何であるのか。

この小論では、 BandelSweeper Colony (以

下BSCと略称)がバングラデシュの階層構造の

なかで、どのように位世づけられるのかを検討

し、あわせて変容過程にある清掃労働の実態を

を明らかにしたL、。

私たちは、 BSCへは1998年12月に第 l次の調

査を行った。その結果は、「バングラデシュに

おける清掃人カース卜と差別/J(W同和問題研究』

第21号， 1999年)に報告した凡さらに第 2次

調査として2000年 2月に関係者へのイソタ

ビューを行った。それを踏まえて第 3次調査と

して、 2000年 4月から 5月にかけて全世帯を対

象に調査票による面接調査を行った。この調査

結果にもとづいて、佐藤彰男が「パソグラデシュ

における都市マイノリティ…チッタゴソ市のヒ

ンドゥー教徒清掃労働者コロニー調査から・.

…J (U'大手前大学人文科学部論集』第 l号、

2001年 3月)を報告している。調査の方法、地

域の概要については、佐藤論文に委ねる 2)。

この総論では、社会階層と滑捕労働の実態に

焦点をしぼる。パエ/グラデシュの階層構造につ

いて論じたものは少ない。邦文の論文としては、

延末謙一 (2000)や佐野光彦 (2001)の中間階

。級について論じたものがあるにとどまる。その

ためにバングラデシュの社会階層をどのように

区分し、把握するのかについて定説らしきもの

はまだないといってよい。

パソグラデシュの社会学者との会話のなかで

は、アメリカ流のupperc1ass， middle class， 

working class， lower ciassという区分がわかり

やすいので用いられる。しかし、 middleclass 

が十分成長しておらず、貧困階胞が多いバング

ラデシュで、先進国の社会階層区分を用いるこ

とがどの程度の有効性をもつのか疑問が多い。

一般に階層区分の指標としてあげられるの

は、 a)職業、 b)収入、 c)教育程度、 d)

住居(ないしは居住地区)、 e)ライフスタイ

ルなどである。バングラデシュで社会階層の区

分を行うとすれば、 どの指標を用いれば適切、

有効な階層区分を行うことができるだろうか、

上の項目だけで十分なのかなど、さまざまな角

度からの検討が必要である。しかし、ここでは、

そのような議論には深入りしない。 BSCがバン

グラデシュの都市社会の中でどのような位置に

あるのかを明らかにすることに焦点を絞りた

い。主にとりあげるのは、収入と職業である。

教育や住居については、別の機会に論じたい。
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2.所得にみる階層構造

おこう。

れ以上に信頼できるデータはないとされている

が、全国調査ではなく、 EAs(enumeration 

areas， 250世帯からなる調査区)を40地点抽出

し、各調査区30世帯のサンプル在対象とした調

査である 3)。ここでは、最新の1998年調査デー

タを使う り(これを n998都市調査」と呼ぶ)。

表 2-Iは、階層をおよそ10に分け、それぞ

れの人口と所得をみたものである。政も貧しい

グループ (7.8%)は総所得の1.2%しか獲得し

ていない。下位33%を取り出しても、総所得の

わずか11%にすぎない。他方、 もっとも豊かな

グループ (14%)は総所得の43.6%会獲得して

いる。極めて不平等な社会であることがわかる。

ジニ係数は0.43であるSL

2・1.1998都市調査のよる10分位階層

バングラデシュにおいては、絶対的貧困が無

視できない。必要なカロリーを摂取できる収入

があるかどうかが呂安となる。まず、バングラ

デシュの社会階層のありかたを、所得から見て

1998年にバングラデシュ統計局によって行わ

れた「都市貧困観察調査報告由J(Report of 

the Urban Poverty Monitoring Survey)は、世

待収入、支出、その内容、危機の原因、借金の

借り入れ先、使い道、年齢別の学歴構造など階

層に関わるデータを調査している。この調査は、

1995年から毎年継続的行われており、いかに政

府がこの問題を重視しているのかがわかる。こ

得
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2 -2. BSCの世帯収入

では、 BSCの世帯収入はどのようなものか。

表2・2にみるように、世帯収入のモードは2，

000-2， 499tk 6)のところにあり、 56世帯と約3

分の lがここに集中している。決して多くはな

し、。

表 2-2. BSCの世帯収入の分布

1 ，000 -1， 499 tk 2 
1，500 -1，999 tk 9 
2，000 -2，499 tk 56 
2 ，500 -2，999 tk 6 
3，000 -3，499 tk 24 
3，500・3，999tk 7 
4，000 -4，499 tk 28 
4，500 -4，9鈎 tk 3 
5，000 -9.999 tk 30 
10.000 tk以上 6 
不明 l 
総数 172 

1.2% 
5.2対
32.6" 
3.5% 
14.0% 
4.1% 
16.3% 
1 :7% 
17.4% 
3.5% 
0.6% 

100.0" 

BSCの世帯収入は高くはないだろうという想

定から、 5，OOOtk以上は、選択肢を f5，000--9， 

999tkJとnO，OOOtk以上」との2つに大きく

括ったが、これは失敗だった。 f5，OOO-9，

999tkJにげ.5'% (30世帯1が入ってしまった。

ここをもっと細分すればよかったと反省され

る。このように予想に反して、高所得とはいえ

ないまでも、それなりの所得を得ている世帯が

層として存在していることがわかった。

では、 BSCは都市の階層構造においてどのよ

うな位置を占めているのだろうか。 BSCは都市

の最下府なのだろうか。 f1998都市調査」の所

得階層分布の中に位置づけてみよう(表2-3)。

fl998都市調査」では、高所得者 (9，OOOtk以

上)が20%であるのに対して、 BSCでは、高所

得世帯(1万tk以上)は3.5%(6世帯)と少
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パングラデショの清掃労働者地区の社会階庖的位置

ない。 5.00 0 tk...... 9 • 000欧米満の中程度の所得を

得るものは、 rl998都市調査」では23%を占め

るが、 BSCでは18%(30世帯) とやや少ない。

これに対して、 2.000tkから5.000tk未満の低所

得世帯は r1998都市調査Jでは42%を占めるが、

BSCではそれを上回り73%(124世帯)と多く

なっている。 BSCは貧しい地区である。

バングラデシュの階層構造は典型的なピラ

ミッド型である。スラムやスコ Iツターの数は多

く、人口も膨大である 7)。ダッカのみでも、ス

ラム住民は300万人以上と推定されている。ダッ

カのスラムを調査したAKMAhsan Ullarらに

よれば、スラム住民の有楽者の477人の月収は、

500tk以下が38%、501......1000tkカi31.%、1001...... 

2000tkが18%、2001.......3000tkが13.%である 8)。

このようなスラムやスコッターの住民と比べ

てBSCの住民はどうだろうか。 BSCでは2.

OOOtk未満の貧困層は 6%程度と少ない。 r1998

都市調査」の15.%と比べてみても半数以下であ

る。なかで也、 BSCにはしOOOtk未満の極貧層

は皆無である。スラムやスコッターの住民と比

べれば、 BSCの住民の所得は大きく上回る。

BSCは、 l万tk以上のごく少数の豊かな家族

を頂点にし、下層が大きく膨らんだピラミッド

型の階層構造をもっ低所得世帯を中心とする地

区であるが、都市のなかでの最底辺層ではない

ことがわかる。

表 2-3.世帯収入のBSCと1998都市調査と

の比較

999tk以下

1000""'1999tk 
2000.......2999tk 
3000.......3999tk 
4 000"""'4999 tk 
5000.......5999tk 
6000.......6999tk 
7000.......7999tk 
8000.......8999tk 
9000tk以上

総数

*5000-9999飲
料 1万tk以上

剖~r行部
4.9 
9.9 
17.4 

13.1 
11 .0 
6.5 
7.8 
5.5 
3.5 
20.3 
100.0 

H ・世帯収入不明 l世帯

BSC (%) 。 0.0 
1 1 6.4 
62 36.3 
31 18.] 

31 18.1 

30・ 17.5 

6" 3.5 
171." 100.0 

表2-4.世帯事収入による世帝の分布と貧困世帯出現率(1998都市調査)

比 E存 実数
貧困世帯出現率

全世帯 貧困世帯|普通世帯 全世帯 |貧困世滑|普通世徽

999tk以下 4.9 2.3 2.6 59 28 31 46.9 

1000""" 1999tk 9.9 7.8 2.1 119 94 25 78.8 I 

2000--2999tk 17.4 13.4 4.0 209 161 48 77.0 

3000......3999tk 13. I 7.6 5.5 157 91 66 58.0 

4000......4999tk 11.0 4.8 6.2 132 58 74 43.6 

5000""' 5999tk 6.5 2.1 4.4 78 25 53 32.3 

6000......6999tk 7.8 1.8 6.0 94 22 72 23.1 

7000.......7999tk 5.5 1.3 4.2 66 16 50 23.6 

8000.......8999tk 3.5 0.6 2.9 42 7 35 17.1 

9000tk以上 20.3 1.3 19.0 244 16 228 6.4 

総数 99.9 43.0 56.9 1200 515 685 42.9 

Report of the Urban Poverty Monitoring Survey : Apri11998から作成
なお、各セJレを累計すると1200世帯にならないが、各セルの数字はそのままとした。
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これを、別の角度からみてみよう。 r1998都

市調査jでは、一日のカロリー摂取量を基準に

貧困世帯とそうでない世帯を分けている。一日

の2，112Kcalを補うためには一人当たり月849.

26tkが必要とみて、それを満たせない貧困緩以

下の世帯は1200世帯のうちの515世帯 (43%)

としている。圧倒的な多さであり、バングラデ

シュの都市には、肉体的な再生産もままならな

い貧困層が大量に存在する。

貧困世帯出現詩遣を階層別にみると、表 2-4

のように、月収1OOO~ 1999tkの世帯では79%、

2000~2999tkの世帯では77% と高率である。月

収が5000-5999tkほどあっても、貧困世帯出現

率は32%である。世帯員数が多いのだろう。

これをBSCの場合に当てはめると、どのよう

になるのだろうか。表 2.-5は、世幣員数別に

世帯収入を集計したものである。厳密には、子

どものカロリー摂取量が少ないことを勘案しな

ければならないが、単純に世帯員数に850tkを

掛けると、 2人で1700tk、3人で2550tk、 4人

で3400tk、5八で4250tk...・...となる。収入の区

切りが粗いので、正確な数は算出できないが、

貧困緩を確実に下回る世帯収入の家族は、単身

世帯や 2人世帯ではゼロ、 3人家族では6世帯、

表 2・5.BSCの世帯員数別世帯収入

lOOOtk-1 500tk~ 2ÐOOtk~ 2500tk~ 3000tk~ 3500tk-
1人

2人 2 4 
3人 4 2 
4人 2 13 5 
5人 3 16 2 5 3 
6人 7 7 
7人 6 3 3 
8人 3 2 
9人

10人
13人
総数 2 9 56 6 24 7 

% 1.2 5.2 32.6 3.5 14.0 4.1 

4人家族では16世待、 5人家族29世帯.. . . . .と

あわせて99世帯 (58%)にもなる。これは、さ

きのrI998都市調査」の43%を大きく上回る。

子どもの数や年齢を考慮すれば、もうすこし少

なくなる可能性もあるが、それを差し引いても

膨大な絶対的貧困層が存夜していることがわか

る9)。

3.職業にみる階層

3 -1. 1998都市調査の場合

つぎに職業からみてみよう。表 3-1は、

r1998都市調査Jにより職業別に世帯主の収入

と支出をみたものである。「リキシャ・パン・

手押し箪の運転手」の一人当たり月の平均収入

は、 576tkと信じられないくらい低ド。「股接労

働者Jの564tkと並んでもっとも低収入の職業

である。逆に、この衰のなかで最も高い収入を

得ているのは「専門・技術職J(2，987tk)であ

る。「スポーツ ・リクリエーショソ従事者Jも、

これと並んで高い (2，573tk)が、数は多くな

い。いずれも3，000伐にも満たない10)。

もちろん向ーの職業であっても、雇用条件や

賃金形態によって収入は大きく変わる。単純に

4000tk-4500tk-5000tk ..... 10000tk- 総数 % 
0.6 

7 4.1 
1 11 6.4 

4 1 2 29 16.9 

13 8 50 29.1 
3 5 25 14.5 

5 6 2 27 15.7 

2 1 6 15 8.7 

2 4 2.3 

2 1.2 
0.6 

28 3 30 6 172 100.0 

16.3 1.7 17.4 3.5 100.0 
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職業によって収入の高が決まるわけではない。

しかしながら、これらの職業と収入から、ラフ

な階層イメージを浮かべることができる。比較

的安定的な収入が得られるのは、「専門・技術

職J、「スポーツ ・リクリエーション」などの専

門職である、他方で、不安定、低収入の職種は、

「リキシャ・パソ ・手押し寧の運転手」、「建設

労働」、「電気・ガス・水道関係労働」などの野

外労働者、未熟練の肉体労働者である。道ばた

でレンガを割る労働者の姿をよく見かけるが、

これはもっとも低賃金で評価も低い。

この中聞にさまざまな職業が位償づけられ

る。われわれの予想に反して、「経営・管理職J

や 「教職Jは、それほど高い収入を得ているわ

けではない。せいぜい1，100tk程度である。こ

れは「生産過程の労働Jとほぼ同じである。こ

れらの職業は高学歴層のつく職楽である。それ

表 3-1.職業別世帯主の収入と支出

(一人当た り月平均 (tk)、1998年都市調査)

にもかかわらず、この程度の収入にとどまって

いるということは、何を意味しているのだろう

か。そもそもバングラデシュでは安定的な収入

を得る雇用機会は絶対的に不足しており、ミド

ル ・クラス向けの就労の揚が極めて限られてい

る。その結果、就労をめぐる高学歴者聞の競争

が苛烈になり、相対的な賃金低下を招いている。

教育に投資した経費を回収できるほどの、賃金

を得ているものは少ない。ミドル・クラスは、

バングラデシュでは育っていない。

一方、スラムやスコックーの住民は、どのよ

うな仕事に従事しているのだろうか。 AKM

Ahsan Ullaらが調査したダッカのスラム住民の

職業はつぎのようなものである。成人男性236

人の職業を多いものから順にあげると、工場労

働者12.6%、力車曳き10.8%、行商人(haw恥rs)

10.8%、日雇人夫8.5%、物乞し、7.8%、手押し

世帯比率(%) 収入 (tk) 支出 (tk)
a.農業

自作農 2.8 939.3 1071.9 
自作兼小作 1.0 852.5 796.7 
農業労働者 1.4 564.2 686.9 
畜産/漁業 1.0 775.2 722.7 
b.非操業

経営・管理職 21. 7 1，170.7 1，182.3 
専門・技術職 2.0 2，987.5 2，169.7 
営業・販売 25.4 1，679.4 1，297.8 
教職 2. 1 1，108.5 1，053.7 
スポーツ・リクリエーション 0.3 2，573.7 1，739.7 
生産過程の労働 5.6 1，119.3 957.1 
建設労働 3.4 670.8 591.2 
電気・ガス・水道関係労働 0.7 773.9 670.8 
職人 1.5 950.2 1，053.8 
運輸関係労働 4.3 701.0 681.4 
リキシャ・パン ・手押し率の運転手 5.0 576.2 606.7 
仕立・理容・洗濯サービス 1.0 1，714.6 904.7 
その他 17.7 1 ，792.9 ] ，235.6 
総数 100.0 1，425.6 1，171.3 
Rcport of the Urban Poverty Monitoring Survey : April 1998から作成
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車運転手6.7%，庖の手伝い5.9%、庖主4.4%、

レソガ職人4.1%、テンプー運転手4.1%、レツ

プlfi1i1Jり3.7%、スターター運転手3.3%、使い走

り2.2%、修理人1.8%、自営業1.4%、警備員1.

1%、事務手伝い1.1%、タイピスト0.7%、茶

売り0.7%、変通警察0.3%、船員0.3%、リフ

ト運転手0.3%、事務員0.3%、回答拒否6.3%

である11)。

工場労働者は首位にあるが、わずかに l割程

度にとどまる。大半はインフ，;tーマJレセクタに

属する雑業的役ものである12)。注目されるのは、

物乞いが職業として認識されていることであ

り、かなりの比重をもって存在する。

清掃関係の仕事に従事するものは、成人男性

ではいないが、年少者 (5歳-19議)ではいる。

屑拾い (scavenger，tokais)が年少者の10%を

占め、掃除夫が2.]%(11人)である。成人女

性では掃除婦は2.4%(4名)である。なぜ成

人男性が清掃関係に従事していないのだろう

か。調査地による偏りか、単なる偶然か、その

表 3-2. BSCの就業状況 (14歳以上人口)

有 業 者

理由はわからない。

3 -2. BSCの就業状況

職業からみたBSCの階層的な位陸はどのよう

なむのであろうか。これを検討するl坊に、就業

状況をみておこう。今回の調査で把揮しえた

BSCの住民は949人である。そのうち就業可能

な14議以上人口は581人である問。有楽事・は315

人で54%を占める(表3・2)。

有業者 (315人)のうち、「常雇Jは62%を占

め、「臨時麗」は29%である.0.r日璃J(4%.) 

や「パー トJ(3 %)は少ない(表 3-2)。男

女を比較すると女性の方が「常麗」がやや多く、

「臨時窟Jが少なくなっている。

「交代労働 (rep1acedla borer ) Jというのは、

父や失が何らかの事情で働けなくなった場合、

その家族の誰かが交代に働きに行くことであ

る。就労の権益が個人に帰属しているのではな

く、家族に帰属しているとみて、家族の生計維

持のために家族員に代替の労働の権利を認める

. 

有業者

常雇 パート 臨時雇 日 雇 査代労働 勤労学生 小計
無職 不明 総数

14-17歳 2 6 2 11 77 3 91 
18・19歳 11 10 2 1 25 56 82 
ZO・29歳 35 4 41 3 85 -53 138 
30・39滋 49 2 24 80 26 107 
40・49議 56 1 5 2 65 14 79 
50・59叢 34 3 38 7 45 
60-69麓 9 10 17 27 
70歳以上 1 Il 12 
総数 196 10 90 11 7 315 261 5 581 

% 33.7 1.7 15.5 1.9 1.2 0.2 54.2 44.9 0.9 100.0 
% 62.2 3.2 28.6 3.5 2.2 0.3 100.0 
男性 1却 6 68 6 3 212 88 4 304 

% 42.1 2.0 22.4 2.0 1.0 0.3 6.9.7 28.9 1.3 100.0 

% 60.4 2.8 32. I 2.8 1.4 0.5 100.0 
女性 68 4 22 5 4 。103 173 277 

% 24.5 1.4 7.9 1.8 1.4 0.0 347.2 62.5 0.4 100.0 

% 66.0 3.9 21.4 4.9 3.9 0.0 100.0 
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表 3-3. BSCの無職率、失業率

総 数 無

14-17歳 91 

18-19歳 82 
20-29歳 138 

30-39成 107 

総数 40-49蔵 79 

50・59歳 45 

60-69歳 27 

70歳以上 12 

計 581 

14・17成 46 
18-19歳 36 
20-29旗 70 

30-39歳 61 

男性 40・49蔵 44 

50-59歳 29 
60・69歳 14 

70歳以上 4 

計 304 
14-げ歳 45 

18-19歳 46 

20・29歳 68 
30-39歳 46 

女性 40-49歳 35 
50-59歳 16 
60-69蔵 13 

70歳以上 8 
計 277 

ものである。「交代労働Jは、わずか (2%) 

であるが男女いずれにもみられる。

3 -3. BSCの無職の状況

無職の状況をみておこう(表 3-3)。無職者

率は、 50歳代で最も低い (16%)が、若くなる

につれて高くなり、 18歳-19裁では飛躍的に増

加し68%、14歳-17歳では84%となる。年長老

に優先的に仕事をまわす慣行が存在しているの

だろう。そのため失業問題は若年層に現れる。

若年層の無職の理由をみると(表 3-4)、

「在学中jは14歳-17歳でこそ20%ほどみられ

るが、 18歳-19歳ではわずか 7%であり、多く

はない。若年間の無職のもっとも大きな理由は、

職 失業中 無職者~ 失業者率

77 27 84.6 29.7 

56 26 68.3 31.7 

53 26 38.4 18.8 

26 16 24.3 15.0 

14 7 17.7 8.9 

7 2 15.6 4.4 

17 63.0 3.7 

11 2 91. 7 16.7 

261 107 44.9 18.4 

35 15 76.1 32.6 

15 12 41.7 33.3 

15 9 21.4 12.:9 

5 3 8.2 4.9 

4 9.1 2.3 

4 13.8 3.4 

7 50.0 7.1 

3 。 75.0 0.0 

88 42 28.9 13.8 

42 12 93.3 26.7 
4] 14 89.1 30.4 

38 17 55.9 25.0 

21 13 45.7 28.3 

10 6 28.6 17.1 

3 18.8 6.3 

10 。 76.9 0.0 

8 2 100.0 25.0 

173 65 62.5 23.5 

「失業中Jであり、 14歳-17歳35%、18歳-19

歳46%と大きな比重を占めている。若年層の失

業には深刻なものがある。失業者率は、 14蔵~

17歳30%、18歳"'19蹴32%である14)。

性別にみると、若年聞の無職者率は、男性よ

り女性の方が多くなっている (61%VS. 91%)。

女性の無職の理由は、「家事」は49%を占める

が、「失業中」も31%もみられる。「在学中」は

5%と、男性の30%と比べると極めて少ない。

女性には進学することがあまり期待されていな

いことがわかる。
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表 3-4. BSCの無駿の理由

無 職

在学中 高齢・引退 悔病・障害

14-17哉 15 2 

% 19.5 2.6 
18-19蔵 4 。

% 7.1 0.0 
20-29歳 3 

% 5.7 
30-39歳 3 

% 11.5 
40-49歳 2 

% 14.3 

50-59歳 4 

% 57.1 
60-69歳 13 

% 76.5 

70歳以上 7 

% 63.6 
総数 22 26 7 

% 8.4 10.0 2.7 
] 4-19歳 15 。
男性 30.0 0.0 

14・19歳 4 2 
女性 4.8 2.4 

14・19歳 19 2 
小計 ]4.3 1.5 

3 -4. BSCの職業

BSCの職業をみると、 有業者314人のうち、

清姉以外の職業に従事しているものはわずかに

4 % (13八)φみである(衰 3-5)15)。比率に

すれば94%のむのが清掃関係に従事している。

まさにこの地区は、sweepercoloney (清掃労

働者地区)の名にふさわしく、単一の職種に特

化している。

清掃関係のうち、最も多いのは「市雇用清掃

作業員Jで82%(258人)を占める。意外であヲ

たのは、各家涯に出かけトイレの情締を行うも

のはわずか 6人 (2%)と少なかったことであ

る。また、自営業として清掃サービスを行って

いるものはまったく出てこなかった。

チッタゴソは300万人を越える大都市である。

の 理 由 無職者

家事 失業中 その他 N.A 計

23 27 6 4 77 
29.9 35.1 7.8 5.2 100.0 
19 26 6 56 

33.9 46.4 10.7 1.8 100.0 I 

21 26 3 53 
39.6 49.1 5.7 100.0 

7 16 26 
26.9 61.5 100.。

3 7 2 14 
2l.4 50 14.3 7.1 100.。

1 7 
14.3 100.0 

17 
100.0 

11 
100.。

74 107 18 7 261 
28.4 41 6.9 2.7 100.0 

27 4 3 50 
2.0 54 8 6.0 100.0 
41 26 8.0 2 83 

49.4 31.3 9.6 2.4 100.0 
42 53 12 5 133 

31.6 39.8 9.0 3.8 100.0 

現実には、家庭のトイレの清掃に従事する人た

ちが多数存在するはずである。しかし、この調

査では把躍できなかった。なぜだろうか。それ

には三通りの仮説がなりたつ。 一つの仮説は、

この地区が単なる清掃労働者の地区だけではな

く、市の清掃作業員のための従業員住宅という

性格を強くもつ。そのため民間部門で担われる

家庭のトイレ清錆従事者が住めなくなっている

のではないか。

第二の仮説は、地区による分業が成立してい

るためではいか。チッタゴン市内には、

Madarbar、Jhaota1a、 FringiBazarなどの清掃

労働者'地区がある。 家庭のトイレ清掃は、他の

地区によ って担われているという可能性があ

る。
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表 3-5. BSCの就労形態別職業

市雇用の 家車の請 工場の 官庁病院 NGOの 学校の その他の その他の
不明

総 数

語録作業員 録作業員 情婦 の清掃 清掃 清掃 清掃 験業 % 

常雇 173 2 5 

88.3 1.0 2.6 
ノ〈ート 5 2 

50.0 20.0 

臨時麗 73 3 

81.1 1.1 1.1 3.3 

日 雇 4 
36.4 9. ) 9.1 

交代労働 3 
42.9 

総数 258 6 2 8 

% 82.2 1.9 0.6 2.5 

第三の仮説は、この地区には家庭のトイレ清

掃を行うものが現実には存在するが、副業形態

であるために回答されなかったなかったのでは

ないか。今回の調査票には、副業を開く摘を設

けていなかったために、この可能性は大いにあ

りうる。

バングラデシュでは家庭のトイレの扱み取り

は、バキューム車を使った混み取り作業ではな

い。浄化槽の清掃作業も大量の水を使って排水

溶や川に流すという作業が一般的であり、その

作業は、寝静まった深夜に行われる。それに従

事するむのが、昼間は市の清捕作業員として働

いている場合、間接的なむのとして回答されな

い。

さらには、これには職業のランク付けも絡ん

でいるかもしれない。トイレ清掃が低く評価さ

れるならば、 二つの仕事をやっていれば、体裁

のよい方だけを答えることもあるだろう。

いずれの仮説が妥当するのだろうか。現実に

は、これらの 2つないしは3つの複合的な結果

かもしれない。これについては、今後の聞き取

り調査で確かめる必要がある。

きて、清掃労働と一口にいっても、その内容

はさまざまである。それをみたのが表 3-7で

4 2 3 6 196 

2.0 1.0 1.5 3.1 0.5 100.0 
2 10 

10.0 20.0 100.0 

6 2 2 90 

6.7 1.1 1.1 2.2 2.2 100.0 

4 11 

9.1 36.4 100.0 

4 7 

57.1 100.0 

15 3 4 13 5 314 

4.8 1.0 1.3 4.1 1.6 100.0 

ある。最も多いのは「街路の清掃J47% (147 

人)である。ついで「側溝の清締J21% (65人)

である。「収集・運鍍J6 % (20人)、「ゴミ収

集J6 % (19人)などもみられるが、ここでも

「便所の清掃J4 % (11人)や「汚物運搬J) 

% (4人)は少ない。清錫作業のなかでも、人

々から思避される度合いの強い職種に従事して

いるものが少なかったことが注目される同。

なぜだろうか。これについては、 BSCの清掃

労働者の大半が市に扇舟されていることと関係

している。各家庭での「便所の清掃」や「汚物

運搬」は、民間部門にゆだねられ、市の清掃事

業はこのような家躍を対象としてサービスは

行っていないからである。とはいえ、公共施設

には当然トイレがあるから、その清掃は誰が

担っているのだろうか。市雇用清掃作業員で

「便所の清掃」 を行っているものは、わずか 6

人である。その人数だけではカバーしきれるも

のではない。

また大都市であるチッタゴンには、市に雇用

されている清掃労働者-以外に「官庁や病院の清

掃作業員」や「学校の清掃作業員」や「工場の

清掃作業員jなど清掃関係の仕事に従事してい

るものは多数にのぼるだろう。しかし、民間部
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門の清掃労働者は、 BSCIこは極めて少ない。，す

でに指摘したように、これらに従事するものは、

他のsweepercolonyに居住している可能性があ

る。清掃作業の内容別に他の地区との分業、棲

み分けが行われているのだろうか。そうだとす

れば、清掃労働という資癒をめぐる地区聞の葛

藤があり、力関係によって社会的資甑の配分が

決定されているのかもしれない。そういう観点

から、他の清掃労働者地区との比較研究が必要

であろう。

ヒツドゥー宗教の浄犠観の彫響をうけ、忌避

感情が強くもたれる「人や動物の死体の運搬、

埋葬Jtこ従事するものがまったくいなかったこ

と、また他のカーストのものが就労することが

ほとんど考えられない「便所の清掃」、「汚物運

表3-6. BSCの年齢別男女別職業
市雇用の 家庭の清 工場の 宮庁病毘
清録作業員 揚作業員 清掃 の清掃

14・17歳 6 
18・19歳 19 1 
20-29蔵 67 2 
30-39歳 67 l 2 

総数 40-49議 57 3 
50-59歳 34 2 
60-69歳 8 
70歳以上
計 258 6 2 8 

14-17歳 5 
18-19歳 15 1 
20・29歳 44 2 
30・39融 45 

男性 40-49歳 35 
50・59麓 22 2 
60-69歳 5 
70議以上

計 171 4 1 5 
14・17歳
18-19旗 4 
20-29蔵 23 
30-39旗 22 

女性 40-49議 22 2 
る0-59歳 12 
60-69歳 3 
70歳以上
5十 87 2 3 

搬Jに従主修するのものが極めて少なかったこと

などは、この地区の特徴として指摘できる。し

かし、それが実態そのむのであるのか、あるい

は人々の意識を媒介として歪曲された結果であ

るのか、慎重な検討を要する。

また、調査方法が影響してい石可能性も棄て

きれない。今回の面接調査は、チッタゴソ大学

社会学部の大学院生が行った。彼らは被調査者

とは大きく異なる。まず第ーに彼らはモスリム

であり、所属工スニヅク集団が異なる。第二に

使用言語はぺγガjレ語であり、被調査者のヒン

ズ一語と異なる。第三に大学院生という存在も、

非識字者が多いBSCの住民とは異質であり、文

化的背景も丈きく異なる。被調査者から見れば、

調査者は見知らぬ外部の人間であり、どれだけ

NGO 学校の その他 その他
不明 総数

の清掃 椿掃 の清掃 の職業

1 3 II 

3 25 
6 3 2 2 84 
5 4 80 

3 1 65 
38 

1 10 

15 3 4 13 5 314 
2 9 

1 2 20 
4 1 54 
5 3 55 

3 40 
25 
7 

13 1 4 9 3 211 
2 
5 

2 2 z 30 
25 
25 
13 
3 。

2 2 。 4 2 103 
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表 3-7. BSCの職業別清掃労働の種類

街路 僻 語専 便所 ゴミ収集 汚物運搬 船長運搬 その他 不 明 総数

市雇用清簿作業員 142 61 6 

% 55.0 23.6 2.3 

家庭の清掃 2 

% 33.3 16.7 

工場の清掃

% 

官庁病院の清掃 2 

% 25.0 12.5 

NGOの清締 2 

% ]3.3 6.7 6.7 

学校の清掃

% 
その他の情・掛 1 2 

% 25.0 25.0 50.0 

その他の職業

% 

不明

% 

男性 74 57 8 

% 35.1 27.0 3.8 

女性 73 8 3 

% 70.9 7.8 2.9 

総数 147 65 11 

% 46.8 20.7 3.5 

うち解けて、調査に応じたのか。これらの調査

者と被調査者と壁が回答者の側に何らかの影響

を与えた可能性も考えられる。

4.市雇用

4 -1.ヱスニ"Jク構成

1998年の第 l次調査の時に、モスリムの人々

が清掃労働に参入しているという極めて興味深

い事実を知った17h 今回、チッタゴソ市が何人

の清掃労働者を庖周しているのかを聞いた。そ

の結果をまとめたのが表 4-1である。常雇は

831人、白麗は897人、あわせてし728人である。

人口300万都市にしては多くはない。宗派別の

内訳は、ヒンドゥー1.085人 (63%)、モスリム

J7 

6.6 

2 

25.0 

18 

8.5 

1 

1.0 

19 

6.1 

2 19 6 5 258 

0.8 7.4 2.3 1.9 100.0 

2 6 

33.3 16.7 100.0 

2 

50.0 50.0 100.0 

8 

12.5 12.5 12.5 100.0 

9 15 

6.7 60.0 6.7 100.0 

2 3 

66.7 33.3 100.0 

4 

100.0 

6 7 13 

46.2 53.8 ]00.0 

5 5 

100.0 100.0 

4 20 16 14 211 

1.9 9.5 7.6 6.6 100.0 

11 7 103 

10.7 6.8 100.0 
4 20 27 21 314 

1.3 6.4 8.6 6.7 100.0 

641人 (37%)、仏教徒2人 (0.1%)である18)。

チッタゴγ市の人口ではヒンドゥーの占める割

合は12%にすぎないから、清掃労働に占めるヒ

ンドゥーの割合が極めて高い。

しかし、そうみるのではなく、逆に、独占的

に清掃人カース トに狙われてきた領域にモス リ

ムが進出してきた事実の方を注目すべきであろ

う。清掃労働は、 伝統的には清掃人カーストの

役割であり、他の人々は思避してきた。そのよ

うな職業領域に、モスリムが参入してきた背景

には何があるのだろうか。清掃労働の近代化だ

ろうか、それとも職業観の変化であろうか。

清掃労働の大部分は手作業であり、機械化は

遅れている。道路清掃は、帯と一輪車という道

具だけの手作業である。ゴミの運搬車にはパッ

カ一車は使われていなし、。トラックの荷台にむ
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き出し状態で運撮しており、焼却工場はなく、

郊外に投棄されているだけである。下水道は

チッタコ.ン市では普及本はセ・ロに近く、バス

ケット型トイレが1982年の市の条例によって禁

止されるようになったとはいえ、ト イレや浄化

槽の近代化が図られたとはとうてい言えない。

清掃作業が清潔なものになったとは言い難

し、19)。

作業内容にみるべき変化がなかったとする

と、 考えられるのは、雇用の機会の絶対的な寡

少性である。慢性的な失業状態のなかでは、農

村から都市に流入した人々が、見つけられるの

はイソフォーマJレセクターの不安定な仕事であ

る則。それに比べれば、市雇用の仕事は、安定

した賃金の得られる仕事である。清掃労働とい

えども、極めて魅力的に映るようになってきた

のかもしれない。

しかし、いかに安定した就労であろうとも、

高収入が得られようとも、清掃労働であれば絶

対に就かないというような強い忌避感情があれ

ば、清掃労働は清姉人カーストの独占市場であ

り続けるだろう。しかし、実態の変化からすれ

ば、ムスリムの貧困階層の人々にとっては、清

掃労働への忌避感情は弱くなってきたのだろ

フ。

他方、ヒソズーの他のカーストの人々が清掃

労働についてい、るという話は聞かない。清掃労

働に対する忌避観は、モスリムとヒンズーとの

間で大きな差がみられるのだろう。

4 -2 .清掃部門構成

清掃事業は中央政府の監督指導を受けてい

る21)。常雇の清掃労働者の定員は、人口によっ

て定められており、チッタゴツiTiの定員は800

人である制。これでは増加する事業量をとうて

い処理できない。そのために臨時麗の清掃作業

員を庖用している。表 6-1では、臨時麗は897

人であるが、市保健局の管理部長によれば、 1， 

100人を雇用しているという。雇用方法は、縁

故採用ではなく、新聞広告なと・によって公募し

ているというのが公式見解である。

市保健局の管理部長から開き取ったことを図

にしたのが図 6-1である問。 保健局は、管理

部門とエンジニア リング部門の 2つに大きくわ

かれている。清掃事業は、管理部長 (Chief

Conservancy Officer)の下に地区別に 6名の

監督官 (Superintendent)が躍かれ、その指導

下に検査官 (Inspector)がいる。 換査官は41

の区 (Ward)ごとの I名tこ6名を加えた47名

である。そのもとに04名の現場監督 (Super-

viser)おり、 そこに作業員が配置される。

表 4-1 .チ・7タゴン市雇用の清掃労働者

常雇 % 関車 % 計 % 
ヒソドゥー 509 61.3 576 64.2 1，085 62.8 

モスリム 321. 38.6 320 35.7 641 37.1 
仏教徒 0.1 0.1 2 o. 1 I 

計 831 100.0 897 100.0 1，728100.0 
うちBSC 173 20.8 82 9.1 255 14.8 

市内に12カ所の重要監視地点 (VIPSpot) 

があり、管理部長は、 毎日そこを監視している。

現場監督にならには、短大・専門学校 (col-

lage)卒の資格が必要とされる。かつては

Jamadar (現場監督)と呼ばれていたが、 政府

の指導により1982年カ〉らSuperviser~ュいう役職

名が使われるようになった。

現場作業は、下水構清掃分野、街路清掃分野、

トイレ清掃分野の 3つに分かれている。下水溝

清掃分野には、最近市場の生ゴミの収集の仕事

が追JJIfされるようになった。清掃作業員はその

どれかに配属される。

下水詩清掃分野、街路情押f分野、 トイレ清掃

分野の 3つについては同一賃金である判。下水

溝清掃分野と街路清掃分野とは相互に人事交流

をしている。また、トイレ清柿分野から、下水
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図4-1 .チッタゴン市の清掃局の組織図
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議議離器器

務清掃分野や街路清掃分野への移動は行われて

も、逆の移動はないという。このことから、ト

イレ清掃は嫌がられた職務として認識されてい

ることが推測できる。

臨時鹿の日当は、 45tkであったが、現市長に

なってから60tkになり、現在は70tkである。 20

日働いたとして月収はし400tk、25日働けば

1，750tkである。

モスリムの清掃労働者2人への聞き取り調査

を行った。一人は40歳の女{生である。もう一人

は22歳の男性である。女性はチッタゴソ出身で、

12年前から清掃労働に従事している。構掃除担

当の臨時雇で、 3代前の市長に頼んで雇用して

もらったという。勤務時間は朝 7時から 2時で

ある。男性はコミラ県出身で、数年前から臨時

雇の形態で作業員になっている。トラックに

乗ってゴミの収集運搬を行っている。勤務時間

は朝6時から 3時であり、先の女性より 2時間

長い。 5人で一つの作業班をつくり、 2人がヒ

ソドクー、 3人がモスリムである。作業班が宗

派別に分けられていることはなさそうだ。月収

は2，200tkである。常雇になることを望んでい

る。もし、トイレ清掃分野を担当することにな

れば、ど うかと訊ねたところ、「常雇になるの

なら、トイレ清掃分野でむかまわない」といっ

ていた。上司も同席していたインタビューなの

で優等生的な答えがもどってきたのかもしれな

いが、タテマエではトイレ百1]揃部門は忌避され

ていない。

現在の市長ABMMohiuddin Chowdhuryは、

清掃労働者に対する差別をなくすために積極的

である。清掃労働者が食堂に入ることを拒んだ

り、食事を一緒にすることを嫌がることなど、

ひどい差別があったことをはっきりと認め、人

々の意識を変える必要があることを熱心に語っ

ていた。私がSweeperという言葉を使うと、市

長は rSweeperではない、 Shebokと言いなさ

いJと強くたしなめた。 Shebokとは、ベンガ

83 
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Jレ語でサービスをする人、世話をする人という

意味である。チッタゴン市では清掃作業員は、

Shebokと呼ばれている。清掃作業員は、 rShe-

bok、ChittagongCity CorporationJと表示さ

れた貰色いセ-yケンをつけて作業している。市

長は呼称を変えることで、清掃労働に対する人

々の意識を変えようとしているのである。

しかし、現実は、聞き取り調査をした女性の

清掃作業員は、黄色いゼッケソをつけていると

きは、食堂に入るのをひかえており、路上で昼

食唱をとると語令ていた制。今の市長の時代に

なってから、清掃作業員を見る目が変わり、市

の幹部グラスも清掃作業員と一緒に食事をする

ようになったという。

市長は、折に触れて「血も赤いし、同じ人間

だ。母親は生まれた赤ちゃんのウソチの世話を

している。 Shebokt土、そのような母と同じ仕

事をしている。偲と同じだ。なんで差別するこ

とができょうか」 と皆にわかりやすい言葉で

語っている。

市長は、BSCの一角に国立の小学校を誘致し、

BSCの子どもたちが通えるように力を入れてい

る。一方、 BSCのリーダーたちは、もっと清掃

労働者を雇用するように市長に強く訴えてい

る。市長は、常雇については定員の枠があるの

で増員は難しいが、臨時麗の形マできるだけ雇

用するように努力すると答えている。

実態調査で明らかになったBSCの市雇用の清

掃労働者と、上記の市雇用の数字とを比べてみ

よう。常雇の請掃労働者は831人である。その

うちBSCは]73人で全体の21%を占めている。

ヒンドゥ一常麗清掃労働者・のうちにBSCが占め

る比率は3470である。

清掃労働者地区は、チッタゴン市にはBSC以

外に 3地区があることはすでに述べた。清掃労

働には、他のカーストのものが従事することは

ほとんど考えられないから加、残りの336人は

これらの 3地区の居住者と思われる。

ヒンドゥ一清掃労働者におけるBSCの位置は

大きいが、その一方で、注目されるのは、 BSC

の臨時服の清掃労働者の少なさである。臨時雇

は73人、日雇4人、パート 5人を含めても82人

であり、市麗用の897人のわずか 9%である。

ヒンドゥーの臨時雇の14%を占めるだけであ

る。常雇と臨時雇での占有率の大きな違いはど

うして生じているのだろうか。

他のsweepercolonyと比べて、 BSCの人たち

が常腫というより安定したポストをより多く獲

得しているのだろうか。それとも、新たに増え

た臨時窟というポストを獲得することに苦戦し

ているためだろうか。この数字には、他のヒン

ドゥ一地区やモスリムとの微妙な力関係が反映

しているようである。

BSCのリーダーたちとのインタビューの時

に、市長に仕事を要求しているのだと雷って、

求職者のウェイティング ・リストを見せてくれ

た。要求の甲斐があって、そのうち誰それは臨

時雇の仕事につけるようになったと指で示して

くれた。その表情から、要求は切実なものであ

ることが感じ取れた。臨時的な不安定な臨時雇

の職といえども、 BSCの人々にとっては貴重な

就労の;場であるのだ。既にしめした表 3-3の

失業者率は、それを示している。若年層の失業

者の多さだけでなく 、20歳代から40旗代にかけ

ての女性の失業者率む高い。それだけ就労へ意

欲的であることがわかる。働かざるをえない生

活の逼迫があるのだろう。

5.もうひとつ

民間り事業所の清掃労働の実態はどのような

ものだろうか。その-f7lJ~こしてチッタゴン眼科

病院の場合を紹介しよう。 チッタゴン眼科病院

(Chittagong Eye Infirmary and Training Com-
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plex)は、ドイツの財団の援助を受け、予防・

治療と医学教育を目的に1979年に設立された。

チッタゴソ大学の眼科の教育機関も兼ねてお

り、パソグラデシュはいうにおよばず南アジア

でも最も優れた眼科病院といわれている2i}。

この眼科病院の清掃労働者・は、 hygiene

squad (衛生隊)と呼ばれている。なぜ、とい

う質問に、事務局長は、 sweeperという言葉が

与えるイメージがよくないためと説明した。

hygiene squadは、下水精の清掃などの室外の

清掃(10人)と、室内の清姉 (30入)とに分か

れる。室内の情姉はさらに 2分され、患者の排

世の世話と汚物の処理である。担当者は男女ほ

ぼ同数で女性患者には女性の、男性患者には男

性の清掃員が担当し、性別分業が厳しく守られ

ている。このようなことは、日本では看護婦が

するが、パソグラデシュでは看護婦はやらない。

清掃に対する忌避意識が作用しているのか清掃

と看護の区別は明確である。もう一つの作業内

容は、床やトイレの清掃、窓ガラス磨きなどで

ある。トイレの清掃と下水溝の清掃は男の仕事

である。この病院には浄化槽 (septicta叫{)が

12カ所にあり、一杯になると汚泥をトラックで

搬出して集積所に投棄する。

職種としては、室外の作業員と室内の作業員

が区分されているが、それ以上の区分けはなく、

曜日などによってスケジュールを決め、受代制

で行っている。清掃労働者の賃金は2，200tkか

ら2，500tkである。ちなみに、看護婦は平均

4，000tkであり、これよりはるかに下回ってい

る制。

事務局長の話では、中卒程度の学歴をもつも

のを、新聞広告で募集し、面接で採用を決定す

る。 sweeperて・はなく bygienesquadとして募集

するためか、ヒソドゥーの清掃人カーストの人

たちは応募してこないという。希望者が多く、

競争率は10倍程度と高い。実際の作業内容が清

揚だとわかると、応募を取り下げる人むいるが、

それもごくまれである。作業員の構成は、ヒソ

ドゥーとモスリムと半々である。作業員たちは

仕事にプライドをもっており、この病院で働け

ることを幸せに感じていると事務局長はいう。

6.まとめ

チッタゴンの清掃労働者地区であるBSCがバ

ングラデシュの都市社会でどのように位置づけ

られるのかな検討してきた。ここでとりあげた

階層区分の指標は、世帯収入と峨業である。教

育運度や住居(ないしは居住地区)については、

別の機会で検討する。

世帯収入や職業的地位の分析から明らかに

なったように、 BSCはバングラデシュの階層構

造のなかで最低辺に位置するものではない。世

帯収入からみれば、 BSCは低所得者の地区では

あるが、スラムやスコッターほど悪くはない。

就労状況は、市雇用の1常雇労働者が55%を占め

ており、安定雇用の状態にある。臨時雇・バー

トなどを含めた市雇用の労働者は有業者の82%

にもなる。大部分が雑業・不安定で半失業状態

にあるスラムやスコッターの住民と比べるとか

なり恵まれたものである。

今回は詳しくは触れなかったが、就学状況や

進学状況はよくない。就学~.識字率は低い。

世帯収入からみるともっと良くても不思議では

ない。

BSCの住宅は市の従業員住宅という性格をも

っ。農村から都市への流入者を受け入れる市内

各地のスラムやスコッターの仮小屋(カッチャ)

と比べるとかなり恵まれたものである。 BSCの

住居は、四階建などの集合住宅、平屋の長屋な

ど、建設時期によりさまざまなタイプがあるが、

概して住宅事情のよくないバングラデシュに

あってはミドjレグラスの住宅と遜色のないむの
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であろう。とはいえ、過密状況や排水海がなく、

住宅の裏側はドプ川のようになっていること

や、地区内道路をプタが歩き回り、ゴミが散ら

かっているなど衛生状態や維持管理はよくな

b、。

このようにいくつかの諸指標ごとに、 BSCの

位置は異なる。ある指僚ではミドルグラスなみ、

別の指標では安定した労働者クラス、また別の

指標では、最底辺の階層と同じであり、階層的

ファクターの不一致状況がみられる。

経済的な階層の位置と社会的義別とはまた別

である。差別一被差別という関係では、 BSCは

極めて厳しい状況に置かれている。居住の自由

はなL、。他の市内で住むことは極めて難しい。

姓によって情揚カーストに属することがわかる

からだ。姓は見えるシンボルである。だから、

転出する場合は姓を変えて、所属カーストがわ

からないよう仁するという。安心して住めるの

は、他の地域からは隔離されて、ゲッ卜一化さ

れたBSCで忘る。また、地区外の学校へ通学す

ることになると、教師や生徒からさまざまな差

別的な扱いを経験することになる制。カレヅジ

や大学に進学する機会は極めて制限されてい

る。

このような被差別の状況と経済的位置とは一

致するものではない。伝統的な浄械観念:からす

れば、最下層に位置づけられ忌避される地区で

あるが、経済的にも居住条件でも、スコッター

より上の階層に位置づけれられる。この逆転現

象がさまざまな社会闘係に影響をおよぼしてい

るだろう。回中雅子の報告によれば、ネパーJレ

でも逆転現象が起こっている。清掃労働は、ネ

パールではボレ、チャメ、ハラフjレと呼ばれる

清掃カーストがになっており、市や病院の清掃

員として働き、副業もあり、経済的にみれば最

も貧しい層ではない則。「仕事を得るチャソス

の少ないネパーJレにあっては、そのことがか

えって上位カーストによる差別を強め、清挽

カーストはこの仕事だけに携わっていればよ

い、ひいては自分たちはごみ問題に関わらなく

てよいという意識を増幅させてきたJ31lという。

BSCの特徴を大きく決定しているのは、この

ように市雇用の清掃労働者の街という性絡であ

る。この地区でも、コックスバザーJレの地区で

も、「清掃の仕事をするためにイギリス時代に

ウッタープラデッシュのカンプーJレから連れて

こられた」と語り継がれている。この記憶は、

「だから、市は仕事と住むところを保障する義

務がある」と市に対して要求する根拠となって

いる。 BSCの住民からみれば、市による仕事と

住居の保障は十分なものではないだろう。それ

らをめぐってBSCの住民たちは、チヅタゴン市

長へ要望を出している。

仕事と住居をめぐるポリティッタスは、他の

エスニック集団や同一カースト内でのさまざま

な葛藤と共闘を生みだしている。他の限られた

資源の獲得をめぐって、 BSCは他の清掃カース

ト地区との闘でどのような関係にあるのだろう

か。競合か、それとも共闘関係にあるのだろう

か。この点については今後の調査が必要である。

今回の調査の収穫は、従来は忌避されてきた

清掃労働の分野へのモスリムの進出を確認でき

たことである。市麗周の清掃労働者に占めるモ

スリムの比率は、常雇で39%、臨時雇では36%

である。大きく浸食しており、清掃労働はもは

や清掃人カーストの独占的労働市場でなくなっ

ている。これは、バングラデシュにおける情綿

労働に対する観念の変化の結果であり、また原

因でもある。高い失業率は、限られたポストを

めぐって今後さらに一層激しい競争をまきおこ

していくだろう。それが、colony間?の競争となっ

ているのか、あるいはモスリムーヒソドゥーと

いう対立軸をめぐるものとなっていくのか。あ

るいは、単に個人聞の競争という性格をもつの
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か。この解明は今後の課題である。これを明ら

かにすることによって、ヱスニック関係の重要

性や、清婦人カースト内部の葛藤・対立関係の

位置など、バングラデシュ社会の性格を明らか

にすることができるだろう。

BSCの実態調査を行って、極めて予想外だっ

たのは、民間部門の清掃労働に従事しているも

のが極めて少なかったことである。とくに清掃

部門でも最も忌避されているトイレの清掃作業

に従事するものがほとんどいなかったことであ

る。トイレの清掃作業という最も不浄視される

領域は、われわれにとって依然として見えざる

ものであった。これが、他の地区の人々によっ

て担われている可能性は高いが、 BSCの人々の

副業として行われている可能性、棄てきれな

し、。

今回は、清掃労働のなかのさまざまな職種・

労働内容についての選好性、忌避位、格付けな

どは聞かなかった。トイレの清婦を清掃労動者

自身どのように評価しているのだろうか。外部

社会の人々が清掃に関する仕事に対してどのよ

うな貴賎・浄繊観念をむっているのだろうか。

清掃労動者自身が滑掃労働に序列化を行ってい

るとすると、それは外部社会の価値観の内面化

なのか、あるいは情掃労勤者自身の内部での独

自の価値基準や選好性に基づいている ものだろ

うか。解明すべき課題は多い。

以上、今回の鯛査によって明らかになったこ

と、およびこれから解明すべき課題を述べた。

清掃労働という一見マイナーな問題に見える

が、これはバングラデシュの階層関係、モスリ

ムーヒγ ドゥーのエスニック関係、ヒンドゥー

内部のカースト差別など、重要な社会関係を解

明するためには戦略的に重要な切り口となって

いる。

【註】

ネMichihikoNoguchi 大阪市立大学人権問庖研究センター

教授

けこの錦査は神戸学院大学の共同研究費の助成を得ておこ

なったものである.研究代表者lまゆ98年-99年度三検泰

男教授、笈却年度谷口弘行教授である。研究会のメンバー

は、よ1eのものの他、佐高高彰男(大手前大学}、佐野光

彦(紳戸学院短期大学大学)、坂本健司{神戸虫学院大学)、

イフテイカル・チョ ドリー(チッタゴン大学)、 野口道

彦である。

2)衝後調査は、チッタゴン大学イフテイカル・チョドリー

i事土の指潟のもとに、チ '1タゴン大学社会学専攻の大学

院集が行い、 172'性格から有効回答、世綿貫942人からの

データが得られた。

3)第 1回lま95年12月に行われ、以来毎年実施されている。

調査区がどのような基i揮で選ばれたのかについて記事置は

ない。しかし、 poor(515栓帯)とwell-0仔伶85世帯)

が対比し比較検討されてt、るから、貧困層のみを対象と

した綱査ではなく、都市住民を代表するものとみてよい

だろう。 40のEAsがどの範囲からどのようにして鎗出さ

れたのかについて報告容に12鍛はない。ダッカ市中心に

選{まれ、チッタゴンifiなど他の都市は含まれていない可

能性が強い。

4)講釜時期lま、ゆ98王手4Jl30日から 5Jl14日

5) ヅニ係数は、 1995年0.49、 1996~手0.44、 1997~手0.43、

1998年0.43であり、不平等lま減少傾向にある。 (Repo口

01 the Urban Poverty Monitoring Survey:ApriJ 

1998，pp.23) 

6) tk (タカ)、 1タカは2.2-2.5円程度。 2∞0年2月のレー

トlま1ドル50.1タカ (1999a手12月のレー卜は 1tt )1..48.3 

タカ)であった。

7) AKM Ahsan Ullar et al. (1999) (主、スラム数が11Il査ごと

に遠い、 ~/l，\H巴j患が総しいことを指摘している。ダッカ

市内で、 BR胤Cの鯛査では4，∞0地区 (延べ面積1，089エ

カー)、 ATNテレビの報道では3，007地区(延べ面積1， 

038ヱカー}、スラム住民は3∞万人と推定されている。

8) AKM Ahsan Ullar et al. (1999) 

9)r1998都市調査」 では、子どもの必要生活費をどのよう

に見積もっているのか~般はない。

10)この衰の数字は「一人当たりの収入Jであるから、世帯

まのi奴入を家族員数でIIJったものであると思われる。そ

のためにかなり低めの数字になっている。

11) AKM Ahsan Ullar et aJ. (1999)、スラムの惹考 (5音量~

印象)532人の駁業を多い順に並べると、力車引き13.5

%、一時的失業12.4%、腐拾い (Tokais)10.0%、苔カ

(クーリー)7.3%、行商人 (hawkers)7.1 %、 E安売り

5.5%、季節労働者5.1%、煉瓦111り4.5%、たばこ売り3.
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6%、ホテルボーイ3.0%、力事搾し3.0%、ガスバーナー

修理工2.7%、テンプ一助手2.4%、工場労働者2.4%、

物乞い2.1%、掃除夫2.1%、アイスクリーム売り 1.8%、

庖の手伝い1.7%、花売り 1.7%、洗溜人1.7%、。事翠人O.

9%、日雇人夫0.9%、王宮塗装0.9%、リフト運転0.3%、

レンガ職人.0.2%、不明3.2%である。

12)高田峰夫がま理釜したチッタゴンのSコロニーの就労者の

9I1Jが、インフ芳一マJI-セクターに含まれる車豊麗である。

(高田由主夫、 1995竿}

13) 1< ングラデシュでは労働可能な写齢i孟14歳以上である。

。-5裁は124人、 6-10捻1幻77人である。

14)失業率{主、労働力人口に対する比ll6である。ここでは総

人口応対する比率なので失業者壊と表現しておく@

15)以下の有業者の、分析では 「勤労学生j 1人を除}いた314

人を総数として集計している。

16) r汚物遼鑓jlま$1001carryin9の択である。「人や動物の~

体の還機、埋葬J(主、あらかじめ選択肢として設けて置

いたが、皆無であった。

17)野ロ道彦、 1999年

18)仏教後2人l主、最近建設された仏教徒用の火葬場の従業

員である。

19)篠田隆 (1995a)が、イン ド、ゲジャラー ト州の清掃労

働の向上をほの、る政策を詳しく華日告している。

20} Nazemによれば、チヴタゴンの年間人口増加君主(::1'6.96

%で、そのうちの52.2%は農村からの流入人口による

(1984年のNPPP潟釜結果)。

21 ) チ .~タゴン市!立、 cíty govemmemではなくcitycOfpora~ 

tlonであり、中5是正主府が権限をもっている。

22)チヴタゴン市の人ロlま2調査古q備で、よく分からなt、@

1970年代の200万人から1980年代沢)()万人、そして現在は

350万人とも4∞万人とも推定されている。農村部からの

流入人口が君臨治しているのも事実であるが、このように

人口によって中央政府からの補助金が違ってえるので、

多めに見積もる傾向があるようだ。

23)市の清掃事業会体を烏微できるような綿織181(まなかった。

24)賃金、労働時間、休暇などについては市の$erviceRυle 

で定められている。

25)よ層階級の女役lま高級レストランに入ることはあるが、

一般にパンゲラデシ2の庶民階層の女性が食堂に入るこ

とはまれであるという注釈が聞き取りの後につけられ

た.

26)インド、アムダーヴ7ー ド市の場合、不可魅力一スト以

外に清織労働への参入はみられないと報告している(筏

図降、 1895)

27)飼査期間中、私たちはチ・γタゴン眼科病院のゲストハワ

スに宿泊した。花が咲き乱れる庭を官官にした部屋は疲れ

た身体を癒し、調査活動を快適に行うことができた。感

謝したt、
28)ちなみに、チヮタゴン市てaの小学校の教員の平均給与は

月6αlOtkである。

29) 野口道縁。 1999~照

30)ネパーJしには30を鑓えるカーストがあり、清掃労働を

狙っているのは最下位の不可触カーストである.

31)田中枝子、 1997、1999
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